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                                                                          『図書室のはこぶね』 

 2022年 実業之日本社刊 

名取佐和子 プロフィール 
(なとり・さわこ)     

兵庫県生まれ。明治大学卒業。ゲーム会社に勤務した後、独

立。２０１０年『交番の夜』で作家デビュー。著書に第５回エキナカ

書店大賞を受賞した『ペンギン鉄道 なくしもの係』、『金曜日の

本屋さん』『江の島ねこもり食堂』『逃がし屋トナカイ』『ひねもすな

むなむ』『図書室のはこぶね』『文庫旅館で待つ本は』ほか多数。  
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感動の輪が広がっています！ ～本を愛する人と、これから本と出会うすべての人へ～  

宮沢賢治の言葉と高校生の「今」が深く共鳴する青春小説 

各地の図書館司書が選ぶ「おススメ本」に続々ランクインした 

『図書室のはこぶね』に続くシリーズ第２弾！  

「ほんとうの幸いは、遠い。」宮沢賢治のことばを残して、先輩が消えた―― 

県立野亜高校の図書室で活動する「イーハトー部」は、宮沢賢治を研究する弱小同好会だ。部長だった風見

先輩は、なぜ突然学校から消えてしまったのか。高校生たちは、賢治が残した言葉や詩、そして未完の傑作

『銀河鉄道の夜』をひもときながら、先輩の謎を追い、やがてそれぞれの「ほんとう」と直面する。今を生

きる高校生たちの青春と、宮沢賢治の言葉が深く共鳴する感動長編！ 
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